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 私たちは講習会を開き、すばる画像の解析を学習しました。東京、埼玉と、インター

ネット会議システムを利用して鹿児島から遠隔参加した沖永良部高校を含め、９校合

計 21 名の中学生、高校生が参加して火星の調査に挑戦しました。 

 解析に利用した画像は国立天文台ハワイ観測所のすばる望遠鏡が撮影し、「高校

生天体観測ネットワーク」を通じて高校生に提供されたものです。話題になった最接近

中の大きな 2003 年夏の火星が、可視から中間赤外線のいろいろな方法で撮影され

ていて、私たちもそこから火星について多くのことを学ぶことができます。 

 講習会では、火星についての知識の他、解析した画像からわかる科学的な事実を

読み取るのに必要な知識について学びました。実際の解析作業のため、天文用の画

像形式である FITS ファイルの取り扱いを学ぶ必要があります。私たちは、専門の天文

画像解析ソフト「マカリ」(1)を使いました。 

 火星に発生している「氷雲」、表面の温度、岩石の比熱など、地球の環境とは大きく

違う火星の様子について知りたいことがたくさんあります。私たちは次のテーマに分か

れて、調査する事にしました。それぞれの詳細はポスターでご紹介します。 

 

      I 自分たちで撮った画像と赤外線画像の比較 

    II 氷雲 

   III 温度分布 

   IV 含水鉱物 
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参考： 

（１）すばる望遠鏡画像解析ソフト：マカリ －Makali`i－  
      http://www.nao.ac.jp/J/OutReach/Makalii/ 
 
 
 
 
 
 

すばる画像解析講習会 
 

日時：2004 年２月１日（日）10：00ー16：00 

場所：東京工業大学工学部附属工業高等学校 

講師： 

 鈴木文二先生（埼玉県立三郷工業技術高校） 

 原 正先生（埼玉県立豊岡高校） 

スケジュール： 

     9：45 開場・受付 

10：00～10：15 開会の挨拶（インターネット会議） 

10：15～11：00 火星のサイエンス 

11：00～11：15 休憩 

11：15～12：00 赤外観測に関連した黒体放射などの一般知識 

12：00～13：00 昼食  

13：00～14：15 データ処理実習 I ※ 

14：15～14：30 休憩 

14：30～15：45 データ処理実習 II ※ 

15：45～16：00 質問・閉会（インターネット会議）・解散 


